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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 
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   今月号のトピックス 
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第２４号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □「北洋銀行ものづくりテクノフェア２０１１」が開催されます 

 

■「木造住宅の耐震診断と補強方法」の改訂原案 

 

■研究紹介 「市町村の建築物保全計画作成のための保全頄目の優先度評価手 

       法に関する研究」（Ｈ２２～Ｈ２３経常研究） 

 

■最近の研究所の動き 

 □「来て☆見て☆はっけん!ほくそうけん、公開デー」を開催しました 

 □オーストリア大使館の商務参事官が来所されました 

 □論文発表と学会発表 

 □７月の業務報告 

 

■北総研からのお知らせ 



 □構造計算適合性判定センターから 
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■【「北洋銀行ものづくりテクノフェア２０１１」が開催されます】 

 

北海道のものづくり産業の振興”をより一層促進するため、北洋銀行の主催で 

「北洋銀行ものづくりテクノフェア２０１１」が次の通り開催されます。 

道内外から優れた技術・製品を有する中小企業や大学・高専、研究機関、支援 

機関が参加するもので、道総研も参加します。 

 

 日時 平成２３年８月１９日（金）１０：００～１７：００ 

 会場 札幌コンベンションセンター 大ホール （白石区東札幌６条１丁目） 

 

販路拡大支援、企業間連携等を促進するとともに、道内における食品産業と、 

食品加工機械のマッチング、および、環境・エネルギー改善技術の導入促進を 

テーマとして加え、北海道における新たな産業展開をサポートいたします。 

 

さらに、今回新たな試みとして（財）北海道中小企業総合支援センターおよび 

（社）北海道機械工業会が主催する「ほっかいどう受発注拡大商談会」が同日 

開催されます。 

 

新たなお取引先や事業パートナーをお探しの皆さま、技術連携や共同開発に興 

味をお持ちの皆さま、ものづくり企業に興味をお持ちの皆さまのご来場をお待 

ち申し上げます。 

 

このフェアのお問い合わせ先は次の通りとなっています。 

 北洋銀行 地域産業支援部 担当：佐々木さん・新田さん 

      電話０１１－２６１－１３２１ 

 

（企画課 伊藤） 
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自治体等で耐震改修に係る補助や融資の際の技術基準として扱われている「木 

造住宅の耐震診断と補強方法（平成１６年改訂版、財団法人日本建築防災協会） 



」の改訂原案についての意見公募が、平成２３年７月６日から７月２１日にか 

けて実施されました。 

 

この度の改訂原案では、平成１６年の改訂版では想定していなかった耐力要素 

が使用されている現状や、非住宅の耐震診断・補強法について多くの要望が寄 

せられたこと等を背景とし、主に次のような見直しが行われています。 

 

  １．必要な調査内容の明記 

  ２．その他の耐力（有開口壁の耐力）の見直し（一般診断法） 

  ３．様々な工法の耐力要素のデータ充実と見直し 

  ４．柱頭・柱脚接合部の低減係数の見直し 

  ５．学校や幼稚園等（非住宅）への適用範囲の拡大（精密診断法２） 

  ６．解説の充実と記号・用語の統一 

 

内容の充実と改善、及び適用範囲の拡大が図らる予定で、診断方法を大幅に変 

える改訂ではありませんが、「１．必要な調査内容の明記」は現行版には無い 

頄目です。 

これは、十分な調査をせずに、診断プログラムを実行するためだけに必要な情 

報を集めて耐震診断評点を算出するようなことが横行しないよう、また、調査 

の大切さを再認識して頂くことを目的として盛り込まれる予定です。 

 

年内での改訂を目指して作業が進められていますが、改訂後も、この耐震診断 

法の目的は「極めて稀に発生する地震動による倒壊の可能性の有無」を判定す 

ることです。「耐震診断をクリアーしたから大地震が来ても無傷」という訳で 

はないことを、診断者は住宅の所有者・居住者等へしっかりと説明しなければ 

なりません。 

 

（構法材料Ｇ 植松） 
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市町村が所有する公共施設は老朽化が進みつつあり、これらの施設を良好な状 

態に維持していくことが必要となっています。 

これまでは、老朽化した施設は建替を進めてきましたが、市町村の財政状況は 

いずれも厳しい状況であり、現有施設の計画的・効率的な保全が重要となって 

います。 

計画的な保全を進めるためには、既存施設の活用方針の決定や、現状の性能を 

把握し、保全頄目の優先項位を決定する必要があります。 



 

本研究では、既往の研究で提案した評価手法により明らかとした保全頄目につ 

いて、優先度を評価する手法の提案を目的とします。施設の保全頄目の優先項 

位付けの実態を把握するとともに評価手法の視点を整理することにより、保全 

頄目の優先度を評価する新たな手法を提案します。 

 

昨年度は、モデル市町村で既往の調査診断手法を活用して施設の保全頄目を把 

握し、実施決定の視点を整理しました。今年度は、優先度を評価する手法を検 

討し、公共財産である市町村施設の効率的な保全の検討に役立たせたいと考え 

ております。 

 

（構法材料Ｇ 池田） 
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■【来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん 公開デー」を開催しました】 

 

平成２３年度の施設公開、「来て☆見て☆はっけん！ ほくそうけん公開デー」 

が７月３０日（土）に行われました。 

上川管内にある林産試験場、北方建築総合研究所、上川農業試験場の連携で、 

３週連続開催が２年目を迎え、今年はシンボルマークとポスターの公募も行わ 

れました。 

 

前日までの暑さも一休みで、北海道らしい爽やかな天気での開催となりました。 

夏休み中の小学生、中学生を中心に、６２６人もの方が来場し、各催し物コー 

ナーとも大忙しでした。 

とはいえ、一番楽しんでいたのは日頃難しい顔をしている研究員だったかもし 

れません。 

これからも、楽しい催し物として続けていけたらと思います。 

 

（環境Ｇ 桂） 

 

 

■【オーストリア大使館の商務参事官が来所されました】 

 

平成２３年７月１９日（火）、オーストリア大使館で貿易や技術交流を所管さ 

れいる、マルティン・グラッツ商務参事官と高城上席商務官が来所され、北総 

研施設の見学と、意見交換を行いました。 

アルプス山脈をはじめとする豊かな自然に囲まれたオーストリアは、環境に対 



する関心が高く、水力やバイオマスといった再生可能エネルギーの実用化が進 

んでいます。 

グラッツ商務参事官には、省エネルギー技術をはじめとする北総研の研究成果 

に興味を持っていただき、技術・学術分野の相互協力や将来の北総研との共同 

研究の提案もありました。 

今回の来所を契機にして、オーストリアと北総研、双方の研究に関する情報交 

換を行っていくことになりました。 

 

（企画課 伊藤） 
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■【発表論文と学会発表】 

 

【学会発表】 

□セメント鉱物の反応に及ぼす凍結・乾燥の影響 

 谷口円、佐川孝広、桂修、濱幸雄 

 ２０１１年度日本コンクリート工学会年次大会論文集Ｖｏｌ．３３ 

 ２０１１．７ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【７月の業務報告】 

 

平成２３年７月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ９件（累計 ４８件） 

設備使用  １件（累計 １１件） 

性能評価  ０件（累計  ４件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ５件（累計 ２７件） 

人数   １９名（累計２２２名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数    ９件（累計 ７２件） 

 

※累計は、平成２３年４月～平成２３年７月の累計を表示しています。 
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■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□７月の判定業務 

受付   ２５件（２７棟） 

結果通知 ４１件（４６棟） 

 

７月の判定依頼は、工場等９件、倉庫車庫３件、共同住宅３件の他、集会所、 

学校等でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３８．１日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１２．０日でした。 

 

７月３０日（土）の「来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デー」には、 

多くの方々にお越し頂きました。判定センターのコーナーにも、たくさんの方 

にお立ち寄り頂きありがとうございます。数字がギッシリの構造計算書や、あ 

っという間に計算をする構造計算プログラムなど、構造設計のほんの一部に触 

れて頂きましたがいかがでしたか。様々な計算を駆使して構造設計をする人、 

法律に適合しているかチェックする人、そして現場で実際に建設する人など、 

多くの技術者が関わって安全安心な建物が建築されていることをご理解頂けれ 

ば幸いです。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

  

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】  

 

連日、旭川市では最高気温が３０度を超える暑い日が続いています。 

北総研は冷房のエネルギー源として、冬期に生成される雪や氷を利用しており、 

職員自身が効果を体験しています。 

 

世界的にも、今後のエネルギー確保が重要な問題となっている今日、地域ごと 

に特性を踏まえ考えなければならない課題と思いながら、毎日庁舎の中で額に 

汗を浮かべながら机に向っています。 

 

（企画課 古屋） 

 



 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


